
 
グローバル化進展の中での我が国の 

     国際交流機能・活動の現状と課題について（論点） 
 

＜資料のポイント＞ 

１． 我が国の人流・物流・情報流・観光等の国際交流は進展しているか。その地域特

性、格差はどうか。 

２． 我が国の国際交流機能（海外とのアクセシビリティ）はどう向上しているか。そ

の地域特性、格差はどうか。 

３． 海外諸国と比較して我が国（地域）の交流の水準はどのような状況か。 

４． 世界の中での東アジアの成長状況は。我が国との相対関係の変化は。 

５． 東アジアの活力を我が国に取り込む可能性は。 

 

・ グローバル化の進展の中で、我が国の人・物・情報に関する国際交流量は

すべての地域ブロックで確実に増大。特に対中国が増加。国際的な諸活動

の地域差は大きい。 

・ 定期航空路、定期コンテナ航路等の地方圏への展開により、近隣諸国への

アクセシビリティは全国的に向上し、地域差も減少傾向。 
・ しかし、対東南アジア、欧米への人口当たり出国者など、依然三大都市圏

を含むブロックとそれ以外で明瞭な差。その背景としてアクセシビリティ

の地域差がある。 
・ 海外主要国に比べ、我が国は国際交流量は活発とは言えない。 

・ 世界の中でアジア発着の交流量が増大。東アジアの成長に伴い、我が国の

国際交流拠点としての相対的地位が低下。 
・ 日本企業の東アジアへの進出が活発。我が国の対中国の輸入のみならず輸

出も急増。 

 

 

＜論点＞ 

１． 我が国の国際交流量や機能の進展をどうとらえるか？ 

２． 我が国の国際交流の水準が国際的に見て低い要因や今後の方向性は何か？ 

３． 我が国の各地域ブロックのポテンシャルを活かすための海外へのアクセシビリ

ティの向上、地域差をどう考えるか。 

４． 成長するマーケットとしてなど、東アジアの活力を我が国に取り込む可能性は？

そのための交流の方向性は？ 
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